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2024 年度事業報告 

 自 2024 年 4 月 1 日 至 2025 年 3 月 31 日 

 

令和５年５月８日から新型コロナウイルス感染症の位置づけが「５類感染症」になり、令和６年

度は、当協会でもしばらく休止していた食品包装検定試験を再開するなど、ようやくコロナ前に戻

ってきたというのが実感ではないでしょうか。ただ同じように戻すのではなく、WEB会議、対面形式、

ハイブリットと夫々の良い面を活かした運用を行い効率的、効果的な協会活動を図りました。 

個々の協会活動につきましては、諸活動のベースとなる会報は当初の予定通り 4 回、WEB での発

行を行い、伝え方、見せ方の工夫を進めました。年に 6 回と最も開催数が多い食品包装セミナーは

環境や機能性など旬なテーマを選定し、完全リモートにて実施しました。 

当協会の主柱事業である食品包装学校を 5 月に開校し、講義は主にオンデマンド配信で実施し、

対面形式の講義、行事を交えて実施しました。人材育成研修（初級）は、7 月に第 1 回オンライン

配信、10 月、2 月にはオンデマンド配信の形式で、夫々3 日間、計 3 回開催しました。 

Next Package 展示会は 11 月に出展企業 43 社、入場者 424 名で開催しました。7 回目の開催とい

うことで、年々入場者が増えてきたことから会場面積を拡大することで出展企業、入場者数とも過

去最多となりました。食品包装シンポジウムは残念ながら中止といたしました。 

食品包装検定試験は、5 年ぶりに食包協事務所にて 12 月に開催しました。申込人数が多かったた

め 2 日間の開催としました。勉強会は 7 月に TOPPAN 本社会議室にて開催しました。 

会費収入は 7,860 千円と予算比 495 千円未達でした。目標に対して新会員増強が不十分でした。

事業収入は個別の事業では食品包装学校が 3,267 千円、人材育成研修（初級）が 3,212 千円と大き

く、事業収入全体では予算 9,903千円に対して実績9,595千円となりました。事業費支出は予算8,570

千円に対して実績は 8,172 千円でした。総収入は予算 18,258 千円に対し、実績は 17,482 千円でし

た。その結果、総利益は予算 782 千円に対して実績 916 千円となりました。 

今後も経費節減と効果的な費用投入により収益の安定化と会員サービスの強化に努めます。食品

ロス、環境問題、資源問題、食品安全などの継続的課題の解決に向けて食品包装に関する情報発信

や技術支援、食品包装人材の育成を実施し、会員の皆様、包装業界、社会と生活者の皆様へ、より

一層の貢献をしたいと考えております。特に食品包装学校は、当協会活動の大きな柱であることか

ら、内容の充実はもちろん多くの受講生に申し込んでもらえるよう努めてまいります。会員の皆様

方にはこれまでと変わらぬご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
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2024 年度事業実施報告 

登録会員数移動状況 

正会員（団体） 

2024 年 4 月 01 日   105 社 

2025 年 3 月 31 日   98 社［新規入会 1 社］[退会 8 社] 

          ＜入会＞ 

 ピジョン(株) 

＜退会＞ 

      (株)高木包装、(株)T&K TOKA、花王(株)、宮島醤油(株) 

            三井・ダウポリケミカル(株)、(株)クレスコ、東海物産(株)、 

アヲハタ(株) 

賛助会員 

2024 年 4 月 01 日     9 社 

     2025 年 3 月 31 日    9 社［新規入会 0 社］[退会 0 社] 

    

正会員（個人） 

     2024 年 4 月 01 日    22 名 

      2025 年 3 月 31 日    19 名［新規入会 0 名］[退会 3 名] 

                        ＜退会＞ 

亀井良祐氏、門奈哲也氏、手嶋寿光氏 

名誉会員 

2023 年 4 月 01 日     9 名 

2025 年 3 月 31 日      9 名［新規入会 0 社］[退会 0 社] 

 

2024 年度実施した諸事業、委員会の状況  

   定時社員総会      1 回（6/24 WEB開催による審議・議決） 

   包装界合同新年会     1 回（１/8 東京會舘にて開催 11 団体） 

   通常理事         2 回（4/24 WEB 併用審議。3/3-7 メール審議・議決） 

   臨時理事会        1 回（9/6-12 メール審議） 

     諸事業  

・会報“食包協”ホームページ掲載  4 回（会報 182 号、183 号、184 号、185 号掲載） 

    ・食品包装セミナー      6 回（6/12，7/24，9/11、10/16、12/18、2/19、実施） 

・食品包装人材育成講座初（初級）3 日間 

第 32 回オンライン開催（7/2、7/9、7/16） 

第 33 回オンデマンド開催（10/8～、10/15～、10/22～） 

第 34 回オンデマンド開催（2/3～，2/10～，2/17～） 

       



3 

・第 3 期食品包装学校開校  （5 月開校～3 月終了式） 

   ・第 7 回食品包装検定試験     （12 月４日、12 月 5 日） 

    ・第 7 回 Next Package2024 展示会  （11 月 28 日 秋葉原 UDX にてリアル開催） 

   ・勉強会              （7 月 25 日 TOPPAN㈱本社会議室） 

＊第 56 回食品包装シンポジウム：予定するも中止。 

 

委員会実施状況 

運営委員会       6 回（Web 併用形式による） 

    各委員会     延べ 39 回（Web 併用形式による企画・立案） 

 

2024 年度第１回通常理事会 

2023 年度事業報告・収支報告および 2024 年度運営方針、2024 年度事業計画・収支予算（案）

につき WEB 併用開催による議決(4 月 24 日)により、賛成多数でご承認頂きました。 

   

2024 年度定時社員総会 

  2024 年 5 月 24 日 （WEB 併用開催による議決・承認；正会員 128 名内、ご出席 23 名、 

委任 81 名 計 104 名） 

第 1 号議案 2023 年度事業報告及び収支報告承認の件：賛成多数にてご承認頂きました。 

第 2 号議案 2024 年度運営方針(案）、事業計画(案)及び収支予算(案)審議の件：賛成多数にて

ご承認頂きました。 

第 3 号議案 定款変更 役員の増員について：賛成多数にてご承認頂きました。 

第 4 号議案 2024 年度役員改選・各委員会委員一部改選に関する件：多数賛成にて 

ご承認頂きました。 

第 5 号議案 報告事項：賛成多数にてご承認頂きました。 

   各議案とも賛成多数で原案通り承認された。 

記念講演：石谷理事長 「考えて見よう、食品包装と環境」 

 

2024 年度臨時理事会（メール審議） 

  「正会員社名変更」（㈱カナオカプラケミカルに変更）および事務局員時給額細則改正 

  で、8 月より時給額を 1,200 円～1,300 円に変更し、藤田氏の時給額を現行 1,200 円から 

   1,300 円に改定、メール審議・議決（2024 年 9 月 12 日）：賛成多数で承認されました。 

2024 年度第二回通常理事会（メール審議） 

2024 年度事業計画・活動状況及び年度収益見込みについて 

  メール審議・議決（2025 年 3 月 7 日）：全会一致にてご承認頂きました。 

実施された事業活動状況 

1.会報：4月：182号、7月：183号、10月：184号、１月：185号計画通り掲載 

1-1 第 182号（4 月掲載） 

＜広告＞2024年度第 3期食品包装学校 募集要項（パスワード無） 
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＊ 第 182号（2024年 4月号）ご案内（パスワード無） 

広報活動委員会委員長   北澤 裕明 氏 

・「食と包装の未来」 

大和製罐株式会社環境室 室長   赤地 利幸 氏 

・「福井県若狭湾での海ごみの現状」 

アノミアーナ代表     西野 ひかる 氏 

   ・「EVOH による食品ロス削減と環境配慮型包装への貢献」         

 三菱ケミカル株式会社スペシャリティマテリアルズ 

 アドバンストフィルム＆ポリマーズ統括本部   中西 伸次 氏 

 

1-2 第 183号（７月掲載） 

 ＜会告＞2024年度第 33回食品包装人材育成講座(初級)  

                  募集要領のご案内（パスワード無） 

＊会報第 183号（2024年７月）ご案内（パスワード無） 

 広報活動委員    吉田 恵理 氏 

・「コメ由来バイオマスプラスチック 「ライスレジン」での取組み」 

     バイオマスレジンホールディングス 執行役員 CTO  坂口 和久 氏 

・「炭酸カルシウムを主原料とした脱プラスチック素材 

   「STONE-SHEET®」を活用した容器包装」 

興和株式会社 産業関連事業部  

プラスチックスマート部  松野下 恭弘 氏 

       ・「東京農工大学における紙の基礎と応用研究」 

                        東京農工大学 大学院農学研究院 准教授   小瀬亮太 氏 

 

1-3 第 184号（10月掲載） 

＊食包協会報 第 184 号（2024 年 10 月）ご案内（パスワード無） 

広報活動委員          笹生 勝也 氏 

・「物流の 2024 年問題下の取り組み」 

                    多摩大学 特別招聘教授  真壁 昭夫 氏 

・「物流 2024年問題の農林水産業界への影響」  

       公益財団法人流通経済研究所 

農業・物流・地域部門 副部門長 上席兼主任研究員 吉間めぐみ 氏 

    ・「物流の生産性向上の鍵を握る包装研究の視点」 

         神戸大学 海事科学研究科 附属国際海事研究センター 准教授 

流通・物流システム科学研究部門 部門長    秋田 直也 氏 
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1-4 第 185号（新年１月掲載） 

   ＜公告＞2024年度食品包装学校 5月開校のご案内（パスワード無） 

＊食包協会報 第 185号（2024年 1月）ご案内（パスワード無） 

広報活動委員    橋本 香奈 氏 

  ・「2025 年の新年に当たって」 

一般社団法人 日本食品包装協会 理事長  石谷 孝佑 氏  

      ・「食器用器具・容器包装ポジティブリスト制度について」 

       一般財団法人化学研究評価機構 

食品接触材料安全センター 企画調整室 梶原 健世 氏 

     ・「第 7 回 NextPackage2024～を振り返って」 

TOPPAN ホールディングス株式会社  大日方 野枝 氏 

・「関西連絡事務所の活動」 

      一般社団法人日本食品包装協会 関西連絡事務所 所長   小林 光 氏 

   

2.食品包装セミナー 

   ・第 1回食品包装セミナー(Web開催)  6月 12日(水)15：30～17：00 

      講演名：『非常食向け包装・容器の開発動向と採用例』 

    講演者：住本技術士事務所 所長  住本 充弘 氏 

    参加者：会員：18 名、非会員：5 名、計 23 名、招待 11 名 

・第 2回食品包装セミナー(Web開催)  7月 24日(水)15：30～17：00 

    講演名：『世界の食品包装に与える 

EU の包装・包装廃棄物法令（PPWR）のインパクト』 

    講演者：㈱パッケージング・ストラテジー・ジャパン 森 泰正 氏 

    参加者：会員：46 名、非会員：5 名、計 51 名、招待 14 名 

・第 3回食品包装セミナー(Web開催) 9月 11日(水)15：30～17：00 

     講演名：『データ×食品包装でビジネスと社会課題の解決を両立する』 

    講演者：東洋製罐グループホールディング㈱ 三木 逸平 氏 

    参加者：会員：14 名、非会員：1 名、計 15 名、招待 12 名 

・第 4回食品包装セミナー(Web開催) 10月 16日(水)15：30～17：00 

    講演名：『軟包装新時代における水性インクジェットプリンターの価値』 

    講演者：(株)ミヤコシ 中村 正道 氏 

    参加者：会員：17 名、非会員：2 名、計 19 名、招待 6 名 

・第 5 回食品包装セミナー(Web開催) 12月 18日(水)15：30～17：00 

     講演名：『食品包装パッケージとカビ』 

     講演者：NPO法人カビ相談センター 理事長 高鳥 浩介様 

     参加者：会員：22 名、非会員：8 名、計 30 名、招待：15 名 
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・第 6回食品包装セミナー(Web開催) 2024年 2月 19日(水)15：30～17：00 

             講演名：『アルミ箔からの脱却:環境に配慮した 

機能性パッケージの紹介とその展開』 

       講師名：大日本印刷株式会社 Lifeデザイン事業部   高石 優太様 

        参加者：会員：37 名、非会員：7 名、計 44 名、招待：11 名 

    

3.食品包装人材育成講座（初級） 

  ＊第 32回食品包装人材育成講座(初級)実施（オンライン開催） 

・開催日：2024 年 7 月 2 日(火)、9 日(火)、16 日(火)の３日間 9：50～16：20 

・講座数：１日／５講座×３日間 合計１５講座（１講座；60 分） 

・受講者：会員：36名、非会員：6名、合計 42名 

  ＊第 33回食品包装人材育成講座（初級）実施（オンデマンド開催） 

      ・開催日：2024 年 10 月 8 日(火)～10 月 29 日(火)の３週間 

    ・講座数：1 週間／5 講座×3 週間 合計 15 講座（1 講座；60 分） 

    ・受講者：会員：6 名、非会員：4 名、合計 10 名 

     ＊第 34回食品包装人材育成講座（初級）実施（オンデマンド開催） 

    ・開催日：2025 年 2 月 3 日(月)～2 月 24 日(月)の３週間 

    ・講座数：1 週間／5 講座×3 週間 合計 15 講座（1 講座；60 分） 

・受講者：会員：9 名、非会員：6 名、合計 15 名 

※第 32 回人材育成講座(初級)オンライン講座の収録したものを使用。 

 

4.第 3期食品包装学校運営実施 

    ・受講生：会員 10 名、非会員 3 名 合計 13 名 

     ・開校式：5 月 10 日(金) 北とぴあ カナリヤホールにて開催 

     ・講義期間：5 月～2 月の 10 ケ月間はオンデマンド配信講義 

    ・講座数：全 36 講座のうち 9 講座が特別講座 

     ・修了式：3 月 14 日(金) 北とぴあ カナリヤホールにて開催 

     ※各講座内容につきましては添付概要とカリキュラムを参照下さい。 

5.食品包装検定試験 

   ・開催日：2025 年 12 月 4 日(水)、12 月 5 日(水) 

   ・会場 ：食包協事務所（両日とも午前、午後で対応） 

   ・受験者：合計 56 名(内 2 名欠席)、会員 56 名、非会員 2 名、合格者 31 名／54 名中 

  

6.第 7 回 Next Package2023 展示会開催 

・開催日：11 月 28 日(木)10：00～17：00 

・会場：秋葉原 UDX ギャラリー NEXT-1，NEXT-2（2 会場に拡大） 

・展示会テーマ：「～人と技術の交流が未来を包む～」 

・来場者数：計 631 名 一般来場者：424 名、出展社説明要員他：207 名 
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＊出展企業数：資材・包材メーカー 28 社： 

   赤松化成工業㈱、押尾産業㈱、共同印刷㈱、キョーラク㈱、旭洋㈱、興人フィルム& 

ケミカルズ㈱、興和紡㈱、サエス・ゲッターズ S.p.A、サカタインクス㈱、阪本印刷㈱

㈱サンエー化研、シグマ紙業㈱、大日精化工業㈱、㈱武田産業、東洋アルミニウム㈱、

東洋インキ㈱、東洋製罐㈱、東洋紡㈱、TOPPAN㈱、日本製紙㈱、(一社)日本包装機

械工業会、㈱フクダ、ポリプラスチックス㈱、三笠産業㈱、三井化学㈱、三井ケミカル

㈱、悠心、㈱吉野工業所。 

＊食品会社 10 社 

    味の素 AGF㈱、味の素冷凍食品㈱、カゴメ㈱、キッコーマン食品㈱、キユーピー㈱、

ハウス食品グループ本社㈱、森永製菓㈱、雪印メグミルク㈱、理研ビタミン㈱、 

㈱ロッテ。 

＊大学・研究機関 5 社 

    国立大学法人群馬大学、学校法人十文字学園女子大学、学校法人、東洋食品工業 

短期大学、学校法人日本女子大学、農研機構食品研究部門。 

 

7.第 1回勉強会（リアル開催） 

   ・開催日：7 月 25 日(木)15：00～17：15 

    ・会場：TOPPAN ホーディングス（株）神田泉町ビル１階会議室 

    ・講演名：『日米欧のプラスチック資源戦略の現状と今後のゆくえ』 

    ・講演者：みずほリサーチ＆テクノロジーズ（株）佐野 翔平 氏 

    ・参加者：会員：29 名（会員限定） 

 

8.未実施事業 

・第 56 回食品包装シンポジウム（リアル開催） 

2025年 2月開催予定で進めてきたが、テーマが絞り切れず SDGｓ未来委員会にて、 

2024年度の「シンポジウム開催中止を決定した。 

       ・見学会：委員会内にて、見学会の計画立案の時間が取れなかった。 

 


